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Abstract: The paper proposes a method of building a sentiment dictionary using news and stock prices in 
China markets by textual analysis in finance. In order to obtain the amount of word polarities, we 
associated the frequencies of the news’ one-hot wordlist to the abnormal change rate of stock prices on 
the publish date which is calculated by the method of the event study. We conducted the support vector 
regression (SVR) and build a sentiment dictionary with polarity data from learners. Furthermore, we 
attempt to predict the news polarities by using the sentiment dictionary. 

 

1. はじめに 

近年、新聞の紙面やインターネット上には、株式

に関連したニュースが多く存在しており、自然言語

処理を通じ、資産価格変動とニュースの関連性を明

らかにする多くの実証研究がなされている。 
例えば、Tetlock［1］は、文章の評価に心理学をベ

ースとした辞書を用い、内容分析を行っている。ま

た、Loughran/ McDonald［2］は、金融分野のテキス
ト分析のための辞書の提案を行っている。 
本研究では、中国株式市場の日次データ、及びニ

ュースデータを用い、中国語の極性辞書の構築を試

みる。具体的には、中国本土の上海市場Ａ株と深セ

ン市場Ａ株を対象とし、ニュースから現れた銘柄の

株式価格変動から単語のポジティブ／ネガティブの

程度（極性）を算出することを試みる。 
 

2. 関連研究 

極性辞書に関する分析は数多いが、そのうち金融

分野に特化した報告として、五島/高橋［3］が挙げ
られる。当研究では、ニュースと株式価格のデータ

から、キーワードリストの作成を行っており、作成

した金融辞書により、将来のニュース記事や、異な

るメディアのニュース記事の分類を行っている。 
また、関/柴本［4］は、個別銘柄の株価など対象

とする金融指標によって異なる可能性があるため、

金融指標の短期変動に関する語を収録した辞書を作

成している。 

3. データ 

本研究においてワードリストを作成するため，ニ

ュースは、中国金融情報サイト「和讯首页」1で掲載

している 2013年 1月から 4月のニュース（合計 6,590
個、関連銘柄数 14,401個）を使用した。図 1が示す
通り、記事で言及された銘柄は、後ろに証券コード

が付与されている。つまり、ニュースと関連する主

要銘柄の情報はニュースに含まれている。 

 

図 1  「和讯首页」掲載新聞の一例 
 
それらに加え、「和讯首页」より「ニュース記事の

配信日付時間」、「ニュースの見出し」を抽出した。 
ワードの極性評価を行うために、各銘柄の株式リ

ターンとリスクファクター・リターンのデータを用

いた。各銘柄の株式リターンとして、ファイナンシ

ャルデータオンラインサービスシステム「同花順」

から、株式価格に関する日次データを取得した。ま

た、リスクファクター・リターンのデータは、中国

                                                           
1 和讯首页;http://stock.hexun.com/stocknews/index.html 
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中央財経大学2が提供しているデータを用いた。 
 

4. 作成方法 

本研究における、学習用データセットの作成は、

大きく二つの部分に分かれる。作成過程の概略を、

図 2に示す。 

                                                           
2 中国中央財経大学; 
http://sf.cufe.edu.cn/kxyj/kyjg/zgzcglyjzx/zlxzzq/98178.htm 

(1) 教師スコアの算出 
はじめに、ニュース配信時間の調整を行った。本

分析では、中国証券取引場の営業時間に合わせて、

15 時以降に配信されたニュースをその翌日に調整
し、また週末に配信したニュースはその次の月曜日

に調整した。 

図 2 学習用データセットの作成過程の概略 
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次に、ニュースと関連する主要銘柄の情報を取得

し、イベント・スタディにより各銘柄のリスク調整

後のリターンを算出した[5]。ここで、イベント・ス
タディとは、企業の活動に関する情報の発表が、そ

の企業の資産価格に与える影響を分析する手法であ

る。ニュース配信日と株式価格変動の概念図を、図

3に示す。 

 
図 3 ニュース配信日と株式価格変動の 

の概念図 
 

 

 
図 4 ウィンドウの設定 

 
イベント・スタディにおいては、ニュースごとに

推定ウィンドウとイベントウィンドウを設定する。

本分析では、推定ウィンドウはニュース配信日の

140日前から 21日前までの 120日間、イベントウィ
ンドウはニュース配信日当日からその翌日までとし

た。推定ウィンドウにおいて、Fama-Frenchの 3ファ
クターモデルにより、パラメータを推定した[6]。 

 

(2) ワードリストの作成 
次に、2013年度のニュースからワードリストを作

成する。本分析では、Rの Rwordsegパッケージ、形
態素解析ツール Ansjを用いた。金融経済分野のワー
ドを分析するため、証券、経済、金融分野のセル辞

書を導入した。セル辞書は中国で有名な中国語入力

システム（IME）である Sogou3が提供しているもの

である。 
本分析では、1 年分のワードリスト 47,378 語の

                                                           
3 Sogou; https://pinyin.sogou.com/?r=shouji 

TF-IDF 値を算出し、それらのうち、上位 10,000 語
を対象として分析を行った。 
 

5. 分析結果 

本研究では、2013年 1月から 4月のニュースを対
象とし、分析を行った。同期間において出現した企

業上位 15社の内訳は、金融証券会社 12社と、酒造
業 2社、電子部品メーカー会社 1社であった。 
本分析においては、単語の TF-IDの算出、単語極

性の推計、推計した単語極性を用いたニュースの分

類を行った。本分析にて得られたニュースの分類精

度は、60%から 70%の水準であった4。 
 

6. まとめ・今後の課題 

本研究では、中国株式市場の日次データ、及びニ

ュースデータを用いて、中国語の極性辞書の作成を

試みた。本分析では、サンプル数を増加した分析、

異なるデータソースを対象とした分析等は、今後の

課題である。 
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4 本分析にて用いたサンプル数は限定的なものであることから、
より大規模なデータを用いた分析等、詳細な分析は今後の課題と

して挙げられる。 
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